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は じ め に I N D E X

潰 瘍 性 大 腸 炎 は 、 炎 症 性 腸 疾 患 と 呼 ば れ る 慢 性 の 炎 症 性 疾 患 で 、

厚 生 労 働 省 の 「 指 定 難 病 」 に 登 録 さ れ て い ま す 。 発 症 原 因 が 不 明 で 、

今 の と こ ろ 病 気 を 完 治 さ せ る 治 療 法 は あ り ま せ ん が 、 様 々 な 治 療 法

の 発 展 に よ り 、 症 状 が な く 通 常 の 日 常 生 活 を 送 る こ と が で き る 「 寛 解 」

の 状 態 を 達 成 で き る よ う に な り ま し た 。 た だ し 、 一 度 「 寛 解 」 に な っ て

も 再 び 悪 化 （ 「 再 燃 」 ） す る こ と も 多 い た め 、 寛 解 を 維 持 す る た め に 適

切 な 治 療 を 継 続 し て 行 い 、 再 燃 を 予 防 し て い く こ と が と て も 大 切 で す 。

本 冊 子 は 、 こ れ か ら 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 治 療 を 受 け る 方 、 潰 瘍 性 大 腸

炎 の 疑 い が あ る 方 に 向 け て 、 潰 瘍 性 大 腸 炎 の こ と や 診 断 ・ 治 療 に つ

い て 分 か り や す く 解 説 す る こ と を 目 的 に 作 成 し ま し た 。

本 冊 子 が 患 者 さ ん や ご 家 族 の た め に 少 し で も お 役 に た て ば 幸 い で す 。

医 療 費 の 助 成

医 療 費 の 助 成 は あ り ま す か ？2 1

潰 瘍 性 大 腸 炎 と は ？

潰 瘍 性 大 腸 炎 と は ど ん な 病 気 で す か ？0 3

ど  の  よ う な  経  過  を た  ど り ま  す  か ？0 5

が  ん  に  な り や  す  い  っ て  本  当  で  す  か ？0 7

診  断 ・ 検  査  に  つ  い  て

ど  の  よ う に  診  断  さ  れ  ま  す  か ？0 9

日 常 生 活 に つ い て

日 常 生 活 で 気 を つ け る こ と は あ り ま す か ？1 9

治 療 法 に つ い て

ど の よ う な 治 療 を 行 い ま す か ？1 1

ど の よ う な 治 療 薬 が あ り ま す か ？1 3

薬 物 療 法 以 外 の 治 療 法 に つ い て 教 え て く だ さ い1 7



潰 瘍 性 大 腸 炎 と は ？

潰 瘍 性 大 腸 炎 は 、 大 腸 の 粘 膜 に 慢 性 的 な 炎 症 が 起 こ り 、 び ら ん （ た だ れ ） や 潰 瘍 （ び ら ん よ

り も 、 深 く た だ れ た 状 態 ） が で き る 病 気 で す 。 2 0 ～ 3 0 代 の 若 い 年 齢 で 発 病 す る 患 者 さ ん が

多 い で す が 、 若 年 者 か ら 高 齢 者 ま で ひ ろ く 発 症 し ま す 。 性 別 に よ る 発 症 率 の 差 は あ り ま せ ん 。

現 在 、 日 本 に は 約 2 0 万 人 の 潰 瘍 性 大 腸 炎 患 者 さ ん が い る と 推 定 さ れ て い ま す 。 都 道 府 県

あ る い は 国 が 定 め た 指 定 都 市 に 申 請 を し て 、「 指 定 難 病 」 の 医 療 費 助 成 対 象 と な っ た 方 に

は 「 医 療 受 給 者 証 」 が 交 付 さ れ ま す 。

【 大 腸 に 起 き る 合 併 症 （ 腸 管 合 併 症 ） 】

●  大 量 出 血

●  中 毒 性 巨 大 結 腸 症
 （ 腸 の 運 動 が 低 下 し て ガ ス が 溜 ま っ た 状 態 ）

●  大 腸 穿 孔 （ 穴 が 開 く こ と ）

●  大  腸  が ん

【 大 腸 以 外 の 合 併 症 （ 腸 管 外 合 併 症 ） 】

0 3 0 4

潰 瘍 性 大 腸 炎 と は ど ん な 病 気 で す か ？ 

難 治 性 炎 症 性 腸 管 障 害 に 関 す る 調 査 研 究 班 （ 鈴 木 班 ）：” 潰 瘍 性 大 腸 炎 “ 　 一 目 で わ か る I B D 炎 症 性 腸 疾 患 を 診 療 さ れ て い る

先 生 方 へ 第 3 版 ： 2, 2 0 2 0

国 崎 玲 子 ：“ 第 2 章 I B D と は 7 ） 腸 管 外 合 併 症 ” チ ー ム 医 療

に つ な げ る ！I B D  診 療 ビ ジ ュ ア ル テ キ ス ト 　 日 比 紀 文 監 修 /

横 山 薫 ほ か 編 羊 土 社 ： 6 1, 2 0 1 6

【 図 】 臨 床 調 査 個 人 票 に 基 づ く 発 病 年 齢 分 布 （ 2 0 1 2 年 度 ）

大 腸 の 粘 膜 に 慢 性 的 な 炎 症 が 起 こ る 病 気 で す
腹 痛 や 下 痢 、 血 便 、 粘 血 便 （ 粘 液 と 血 液 が

混 ざ っ た 便 ） が み ら れ ま す 。 排 便 し て も 下

腹 部 の 痛 み が 消 え な い 「 し ぶ り 腹 」 が み ら

れ る 場 合 も あ り ま す 。 重 症 に な る と 、 貧 血

や 脱 水 、 発 熱 が み ら れ る よ う に な り ま す 。

大 腸 の 炎 症 が 長 く 続 い た り 、 激 し く な っ た

り す る こ と に よ り 、 さ ま ざ ま な 腸 管 合 併 症

が 起 こ り ま す 。 ま た 、 大 腸 以 外 に も 、 眼 や

皮 膚 、 関 節 と い っ た 全 身 に 合 併 症 が 起 こ

る  場  合  が  あ り ま す 。

ど の よ う な 症 状 が 現 れ る の ？ 合 併 症 が 起 こ る 場 合 が あ り ま す

病 気 の 原 因 は ？

【 図 】 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 症 状

主 な 症 状

腹 痛 ／ 下 痢 ／ 血 便 ／ 粘 血 便

病 気 が 進 行 す る と …

貧 血 ／ 脱 水 ／ 発 熱

詳 し い 原 因 は 不 明 で す が 、 遺 伝 的 な 要 因 に 食 事 や 腸 内 細 菌 な ど の 環 境 因 子 が 加 わ り 、 細 菌

や ウ イ ル ス な ど の 病 原 体 か ら 体 を 守 る た め の 免 疫 シ ス テ ム が 異 常 に 働 い て 炎 症 が 次 々 に 引

き 起 こ さ れ る 「 免 疫 異 常 疾 患 」 の 1 つ と 考 え ら れ て い ま す 。



潰 瘍 性 大 腸 炎 と は ？

ど の よ う な  経  過   を た ど り ま す  か ？

現 時 点 で 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 原 因 は は っ き り と は 明 ら か に な っ て お ら ず 、 病 気 を 完 治 さ せ る 治

療 法 は あ り ま せ ん 。 患 者 さ ん の 多 く は 、「 寛 解 」（ 症 状 が 治 ま る こ と ） と 「 再 燃 」（ 症 状 が 再 び

悪 化 す る こ と ） を 繰 り 返 す た め 、 長 期 に わ た る 治 療 が 必 要 と な り ま す が 、 寛 解 の 状 態 で は 通

常 の 日 常 生 活 を 送 る こ と が 可 能 で す 。

前 本 篤 男 ：“ 第 2 章 I B D と は 3 ） 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 診 断 基 準 と 分 類 ” チ ー ム 医 療 に つ な げ る ！ I B D  診 療 ビ ジ ュ ア ル テ キ ス ト 　

日 比 紀 文 監 修 /  横 山 薫 ほ か 編 羊 土 社 ： 4 4, 2 0 1 6 よ り 改 変

難 治 性 炎 症 性 腸 管 障 害 に 関 す る 調 査 研 究 班 （ 鈴 木 班 ）： 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 皆 さ ん へ 知 っ て お き た い 治 療 に 必 要 な 基 礎 知 識 「 令 和

元 年 度 に お い て 、 厚 生 労 働 科 学 研 究 費 補 助 （ 難 治 性 疾 患 等 政 策 研 究 事 業 （ 難 治 性 疾 患 政 策 研 究 事 業 ） ） を 受 け 、 実 施 し た 研 究 の

成 果 」 第 4 版 ： 4, 2 0 2 0 を 参 考 に 作 成

前 本 篤 男 ：“ 第 2 章 I B D と は 3 ） 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 診 断 基 準 と 分 類 ” チ ー ム 医 療 に つ な げ る ！I B D  診 療 ビ ジ ュ ア ル テ キ ス ト 　

日 比 紀 文 監 修 /  横 山 薫 ほ か 編 羊 土 社 ： 4 4, 2 0 1 6 、 難 治 性 炎 症 性 腸 管 障 害 に 関 す る 調 査 研 究 班 （ 鈴 木 班 ）： 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 皆

さ ん へ 知 っ て お き た い 治 療 に 必 要 な 基 礎 知 識 「 令 和 元 年 度 に お い て 、 厚 生 労 働 科 学 研 究 費 補 助 （ 難 治 性 疾 患 等 政 策 研 究 事 業 （ 難

治 性 疾 患 政 策 研 究 事 業 ） ） を 受 け 、 実 施 し た 研 究 の 成 果 」 第 4 版 ： 3, 2 0 2 0 を 参 考 に 作 成

【 図 】 臨 床 経 過 に よ る 分 類

【 図 】 病 変 の 広 が る 範 囲 に よ る 分 類

良 く な っ  た り 悪 く な っ  た り を  繰 り 返  し  や  す く 、

長 期 に わ た る 治 療 が 必 要 で す

た ど る 経  過  に は さ ま ざ ま な タ イ プ が  あ り ま す

病 変 の 広 が る 範 囲 や 、 症 状 の 重 さ に よ る 分 類 も あ り ま す

多 く の 患 者 さ ん に み ら れ る 「 再 燃 寛 解 型 」 の ほ か に も 、 さ ま ざ ま な 経 過 を た ど る タ イ プ が あ り ま す 。

初 回 発 作 型 で も 将 来 的 に 再 燃 し て 再 燃 寛 解 型 と な る 可 能 性 も あ る た め 、 注 意 が 必 要 で す 。

病 変 が 広 が る 範 囲 で の 分 類 （ 図 ） や 、 症 状 の 重 さ 、 炎 症 の 程 度 に よ る 分 類 が あ り 、 治 療 方 法

を 決 め る 際 に 重 要 な 情 報 と な り ま す 。

0 5 0 6



潰 瘍 性 大 腸 炎 と は ？

が ん に な り や す い っ て 本 当 で す か ？

定 期 的 な 大 腸 内 視 鏡 検 査 を 受 け ま し ょ う
発 症 か ら の 期 間 が 長 い と

大  腸  が  ん  の リ ス ク  が  高 く な り ま す

潰 瘍 性 大 腸 炎 患 者 さ ん は 発 症 か ら の 期 間 が 長 く な る と 、 通 常 の 人 に 比 べ て 大 腸 が ん の リ ス

ク が 高 く な る こ と が 知 ら れ て い ま す 。 欧 米 の 報 告 に よ る と 、 潰 瘍 性 大 腸 炎 患 者 さ ん の 大 腸

が ん 発 生 率 は 、 診 断 か ら の 経 過 年 数 が 長 く な る ほ ど 高 く な り 、1 0 年 で 1. 6 ％ 、2 0 年 で 8. 3 ％ 、

3 0 年 で 1 8. 4 ％ と 報 告 さ れ て い ま す 。 ま た 、 病 変 の 範 囲 が 広 い こ と や 、 炎 症 が 長 期 に わ た っ

て 持 続 す る こ と も が ん の リ ス ク と さ れ て い ま す が 、 適 切 な 治 療 に よ っ て 炎 症 を 抑 え る こ と で 、

が  ん  の リ ス ク  も  低  下  さ  せ  る  こ と  が  で  き ま  す 。

大 腸 が ん の 早 期 発 見 ・ 治 療 の た め に は 、 大 腸 内 視 鏡 に よ る 定 期 的 な 検 査 （ サ  ー  ベ  イ ラ ン ス ）

を 受 け る こ と が 大 切 で す 。 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 症 状 が 落 ち 着 い て い る 時 期 で あ っ て も 、 き ち ん

と  検  査  を  受  け  る  よ う に  し  ま し ょ う 。

大 腸 内 視 鏡 検 査 は 、 潰 瘍 性 大 腸 炎 を 診 断 す る 際 や 、 治 療 の 効 果 を 確 認 す る た め に も 行 わ

れ る 大 切 な 検 査 で す 。 診 断 の 際 や 治 療 中 に 行 わ れ る 検 査 の 詳 細 は 、p. 9 、1 0 を 参 照 し て く

だ さ い 。

な お 、 大 腸 が ん を 合 併 し た 場 合 に は 、 大 腸 を 切 除 す る 手 術 が 検 討 さ れ ま す 。 大 腸 を 切 除 す

る 手 術 に つ い て は 、p. 1 8 を 参 照 し て く だ さ い 。
【 図 】 潰 瘍 性 大 腸 炎 患 者 さ ん の 大 腸 が ん の 合 併 率

E a d e n J A e t al. : G u t 4 8( 4): 5 2 6 、2 0 0 1 よ り 作 図
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診 断  ・  検 査 に  つ  い て

0 9

ど の よ う に 診 断 さ れ ま す か ？

問 診 、 血 液 検 査 、 便 検 査 、 X  線 検 査 、

内 視 鏡 検 査 な ど を 行 い ま す

そ れ ぞ れ の 検 査 の 詳 し い 内 容 に つ い て は 、 次 の ペ ー ジ の 「 潰 瘍 性 大 腸 炎 で 行 わ れ る 検 査 」

を ご 覧 く だ さ い 。 診 断 時 だ け で な く 治 療 中 に も 、 こ れ ら の さ ま ざ ま な 検 査 が 行 わ れ ま す 。

検  査 の 内  容 に つ い て 詳 し く 教 え て く だ さ い

潰 瘍 性 大 腸 炎 で 行 わ れ る 検 査

【 図 】 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 診 断 の 流 れ

お も に 、 便 の 性 状 、 排 便 回 数 、 腹 部 の 症 状 に つ い て 確 認 し ま す 。

問 診

定 期 的 に 採 血 を す る こ と で 、 炎 症 の 程 度 や 貧 血 の 有 無 、 栄 養 状 態 な ど の 全 身 状 態 を 把 握 し ま す 。

 炎  症 ： 白 血 球 数 、 血 小 板 数 、C R P 、 赤 沈

 貧  血 ： 赤 血 球 、 血 色 素 量 （ H b ） 、 ヘ マ ト ク リ ッ ト 値 （ H t ）

 栄 養 状 態 ： 総 タ ン パ ク 質 （ T P ） 、 ア ル ブ ミ ン （ A L B ） 、 総 コ レ ス テ ロ ー ル （ T C ） 、 コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ （ C h E ）

 全 身 状 態 ： 肝 機 能 ： A S T 、 A L T 、 A L P 、 γ - G T P 、L D H

   腎 機 能 ： 尿 素 窒 素 （ B U N ） 、 ク レ ア チ ニ ン （ C r ）

   膵 機 能 ： ア ミ ラ ー ゼ （ A m y ） 、 リ パ ー ゼ 　

血 液 検 査

出 血 や 感 染 の 状 況 を 確 認 し た り 、 炎 症 の 程 度 を 調 べ た り し ま す 。

 便 中 カ ル プ ロ テ ク チ ン 検 査 ： 便 の 中 の カ ル プ ロ テ ク チ ン と い う 物 質 を 調 べ る こ と で 、 炎 症 の 程 度 を 確 認 し ま す 。

 便 培 養 検 査 ： 便 を 検 査 し て 、 細 菌 や 寄 生 虫 の 感 染 の 有 無 を 明 ら か に し ま す 。 診 断 時 に 必 須 の 検 査 で す 。

 便 潜 血 反 応 ： 便 の 中 に 血 液 が 混 じ っ て い な い か ど う か を 調 べ ま す 。  

便 検 査

病 気 の 勢 い や 感 染 症 、 腸 管 合 併 症 、 腸 管 外 合 併 症 、 使 用 し て い る 薬 の 副 作 用 に つ い て 調 べ ま す 。

 一 般 的 項 目 ： 尿 タ ン パ ク 、 尿 糖 、 尿 潜 血 、 尿 ウ ロ ビ リ ノ ー ゲ ン 、 尿 比 重 ※

 感 染 症 ： 尿 沈 渣 、 尿 細 菌 培 養

 尿 細 管 障 害 ： 尿 中  N A G

 ※ 脱 水 の 有 無 を 調 べ 、 病 気 の 勢 い を 評 価 し ま す 。

尿 検 査

肛 門 か ら 内 視 鏡 を 挿 入 し て 大 腸 の 中 を 確 認 し ま す 。 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 検 査 の な か で 、 中 心 と な る 検 査 で す 。

 観  察 ： 大 腸 の 粘 膜 の 様 子 を み る こ と で 、 病 変 の 範 囲 や 炎 症 の 程 度 を 評 価 し ま す 。

 病 理 検 査 ： 粘 膜 な ど の 検 体 を 採 取 し 、 顕 微 鏡 で 組 織 を 詳 し く 観 察 し ま す 。

大 腸 内 視 鏡 検 査

病 変 の 部 位 、 分 布 、 炎 症 の 状 態 な ど を 確 認 し ま す 。

 腹 部  X  線 検 査 ： 腸 の 穿 孔 （ 穴 が 開 く こ と ） や 閉 塞 な ど の 合 併 症 を 確 認 し ま す 。

 注 腸  X  線 検 査 ： 肛 門 に 挿 入 し た チ ュ ー ブ か ら 造 影 剤 （ バ リ ウ ム ） を 注 入 し て 行 う 検 査 で す 。

   病 変 の 範 囲 や 腸 の 変 形 な ど を 把 握 す る た め に 行 い ま す 。

 C T  検 査 ： X  線 検 査 や 内 視 鏡 検 査 を 補 助 す る た め に 行 わ れ ま す 。

   腸 管 合 併 症 だ け で な く 、 腸 管 外 合 併 症 の 診 断 に も 有 用 な 検 査 で す 。

X  線 検 査 （ レ ン ト ゲ ン 検 査 ）

粘 血 便 な ど 潰 瘍 性 大 腸 炎 が 疑 わ れ る 症 状 が あ れ ば 、 ま ず は 問 診 で 、 症 状 の 経 過 や こ れ ま

で の 病 気 な ど に つ い て 確 認 し ま す 。 さ ら に 、 血 液 検 査 や 便 検 査 、 大 腸 内 視 鏡 検 査 な ど に よ っ

て 、 総 合 的 に 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 診 断 を 行 い ま す 。

潰 瘍 性 大 腸 炎 ・ ク ロ ー ン 病 診 断 基 準 ・ 治 療 指 針 令 和 元 年 度 （ 令 和 2 年 3 月 3 1 日 ） 改 訂 版

厚 生 労 働 科 学 研 究 費 補 助 金 難 治 性 疾 患 等 政 策 研 究 事 業 「 難 治 性 炎 症 性 腸 管 障 害 に 関 す る 調 査 研 究 」（ 鈴 木 班 ） 令 和 元 年 度 分

担 研 究 報 告 書 ： 1, 2 0 2 0 よ り 作 成
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治 療 法 に  つ  い て

ど の よ う な 治 療 を 行 い ま す か ？

症 状 が 治 ま っ て い る 間 も 、 何 か 気 に な る 変 化 が あ っ た 場 合 は 主 治 医 に 伝 え る こ と が 重 要 で

す 。 粘 膜 が き ち ん と 治 癒 し て い な か っ た り 、 再 燃 の サ イ ン で あ っ た り す る 可 能 性 も あ り ま す の

で 、 遠 慮 せ ず 伝 え る よ う に し ま し ょ う 。

ま ず は 寛 解 の 状 態 を 目 指 し て 寛 解 導 入 療 法 を 行 い 、 寛 解 に 至 っ た ら 、 そ の 状 態 を で き る だ

け  長 く 保  つ た め に 寛 解 維 持 療 法 に 移 り ま す 。 も し 途 中 で 症 状 が 悪 化 し た 場 合 は 、 再 び 寛 解

導 入 療 法 を 行 い ま す 。 治 療 に お い て 大 切 な の は 、 再 燃 を 防 ぎ 、 通 常 の 日 常 生 活 を 送 る こ と

が  で き る  寛  解  の  期  間  を で き る だ  け  延  ば  す こ と で す 。

さ ら に 最 近 で は 、 症 状 が 治 ま る だ け で な く 、 大 腸 の 粘 膜 の 炎 症 が 治 ま っ て い る 状 態 （ 粘 膜 治 癒 ）

を 目 指 す こ と が 長 期 的 な 経 過 改 善 に と っ て 大 切 だ と 考 え ら れ て い ま す 。 そ の た め に は 、 寛

解 に な っ て か ら も 自 己 判 断 で 治 療 を 中 断 す る こ と な く 、 主 治 医 の 指 示 に 合 わ せ て 適 切 な 治

療 を 継 続 し て い く こ と が 重 要 で す 。

【 図 】 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 治 療 の 流 れ

潰 瘍 性 大 腸 炎 で は 、 医 師 以 外 に も 、 看 護

師 、 薬 剤 師 、 管 理 栄 養 士 、 臨 床 心 理 士 な ど 、

さ ま ざ ま な 医 療 ス タ ッ フ が 患 者 さ ん を サ ポ ー

ト す る 「 チ ー ム 医 療 」 が 行 わ れ ま す 。 患 者 さ

ん 自 身 も 、 こ の チ ー ム 医 療 の 一 員 で す 。 ご

自 身 の ラ イ フ ス タ イ ル や 希 望 に 合 っ た 治 療

を 選 択 す る た め に も 、 治 療 方 法 や 薬 に つ

い て の 質 問 や 要 望 は 、 積 極 的 に 主 治 医 や

医  療 ス タ ッ フ に  伝  え る よ う に し ま し ょ う 。 ま た  、

食 事 や 療 養 生 活 で の 不 安 な ど 日 常 生 活 の

困  り  ご  と  が  あ  る  と  き  に  は  、 医  師  だ  け  で  な  く  、

看 護 師 や 管 理 栄 養 士 に 相 談 し て み る の も

よ  い  で  し ょ う 。

病 気 に つ い て の 情 報 は 、 潰 瘍 性 大 腸 炎 の

関 連 学 会 や 各 製 薬 会 社 の ホ ー ム ペ ー ジ 、

各 地 の 患 者 会 な ど か ら も 入 手 す る こ と が

で  き  ま  す  の  で  、 参  考  に  し  て  く  だ  さ  い  。

患 者 さ ん も 「 チ ー ム 医 療 」 の 一 員 で す

前 本 篤 男 ：“ 第 2 章 I B D と は 3 ） 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 診 断 基 準 と 分 類 ” チ ー ム 医 療 に つ な げ る ！I B D  診 療 ビ ジ ュ ア ル テ キ ス ト 　 日 比 紀

文 監 修 /  横 山 薫 ほ か 編 羊 土 社 ： 4 4, 2 0 1 6 、 難 治 性 炎 症 性 腸 管 障 害 に 関 す る 調 査 研 究 班 （ 鈴 木 班 ）： 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 皆 さ ん へ 

知 っ て お き た い 治 療 に 必 要 な 基 礎 知 識 「 令 和 元 年 度 に お い て 、 厚 生 労 働 科 学 研 究 費 補 助 （ 難 治 性 疾 患 等 政 策 研 究 事 業 （ 難 治 性

疾 患 政 策 研 究 事 業 ） ） を 受 け 、 実 施 し た 研 究 の 成 果 」 第 4 版 ： 3, 2 0 2 0 を 参 考 に 作 成

「 寛 解 」 を で き る だ け 長 く 維 持 し 、「 再 燃 」 を 防 ぐ た め に 、

適 切 な 治 療 を 継 続 す る こ と が 大 切 で す

些 細 な こ と で も 主 治 医 や 看 護 師 な ど

医 療 ス タ ッ フ に 相 談 し ま し ょ う
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治 療 法 に  つ  い て

ど の よ う な 治 療 薬 が あ り ま す か ？

症 状 の 重 さ や 病 変 の 範 囲 に 応 じ て

さ ま ざ ま な  薬  を 選  択 し ま す

潰 瘍 性 大 腸 炎 の 治 療 は 主 に 薬 物 療 法 で 行 い ま す 。 治 療 に 用 い ら れ る 薬 に は さ ま ざ ま な 種

類 が あ り 、 重 症 度 や 病 変 の 範 囲 に 合 わ せ て 、 医 師 が 治 療 法 や 使 用 す る 薬 の 種 類 を 決 定 し

ま す 。

【 5 - A S A （ 5 - ア ミ ノ サ リ チ ル ） 製 剤 】 【 免 疫 調 節 薬 】

【  ス  テ  ロ  イ ド  】 【 免 疫 抑 制 剤 】
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治 療 法 に  つ  い て

症 状 が 治 ま ら な い 場 合 は 、 分 子 標 的 薬 な ど の

薬 剤 に 変 更 す る こ と が あ り ま す

ス テ ロ イ ド な ど に よ る 治 療 を 行 っ て も 効 果 が 十 分 に 得 ら れ な い 難 治 例 に は 、 免 疫 シ ス テ ム

の 異 常 に 働 き か け る 分 子 標 的 薬 （ 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 発 症 や 再 燃 に 関 わ る 分 子 を タ ー ゲ ッ ト と

し た 薬 ） が 用 い ら れ る こ と が あ り ま す 。

【 T N F  阻 害 剤 （ 生 物 学 的 製 剤 ） 】 【 α 4 β 7 イ ン テ グ リ ン 阻 害 剤 （ 生 物 学 的 製 剤 ） 】

【 J A K （ ヤ ヌ ス キ ナ ー ゼ ） 阻 害 剤 】 【I L - 1 2 / 2 3 阻 害 剤 （ 生 物 学 的 製 剤 ） 】
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治 療 法 に  つ  い て

薬 物 療 法 以 外 の 治 療 法 に つ い て 教 え て く だ さ い

活 性 化 し た 血 球 成 分 を 除 去 す る

「 血 球 成 分 除 去 療 法 」 を 行 う こ と が あ り ま す

血 球 成 分 除 去 療 法 は 、 血 液 を 一 旦 体 の 外 に 取 り 出 し て カ ラ ム と い う 特 殊 な 筒 に 通 し 、 炎 症

を 引 き 起 こ す 活 性 化 し た 血 球 成 分 を 除 去 し て 再 び 体 内 に 戻 す 治 療 法 で す 。

ス テ ロ イ ド で 十 分 な 効 果 が 得 ら れ な い 、 中 等 症 か ら 重 症 の 患 者 さ ん の 寛 解 導 入 療 法 で 行

わ  れ ま す 。

難 治 性 炎 症 性 腸 管 障 害 に 関 す る 調 査 研 究 班 （ 鈴 木 班 ）： 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 皆 さ ん へ 知 っ て お き た い 治 療 に 必 要 な 基 礎 知 識 第 4

版 「 令 和 元 年 度 に お い て 、 厚 生 労 働 科 学 研 究 費 補 助 （ 難 治 性 疾 患 等 政 策 研 究 事 業 （ 難 治 性 疾 患 政 策 研 究 事 業 ） ） を 受 け 、 実 施

し た 研 究 の 成 果 」： 1 6, 2 0 2 0 よ り

大 多 数 の 患 者 さ ん で 食 事 を 含 め た 日 常 生

活 に 大 き な 制 限 は あ り ま せ ん 。 術 後 は 回 腸

嚢 炎 ※ な ど の 合 併 症 が み ら れ る こ と も あ り ま

す が 、 病 変 が な く な る た め 、 ト イ レ に 行 く 回

数 や 治 療 の た め の 通 院 回 数 、 入 院 が 減 少

す る こ と が 期 待 さ れ ま す 。

標 準 的 な 手 術 で は 、 原 則 的 に 大 腸 を す べ

て 切 除 し ま す 。 小 腸 を 用 い て 便 を 貯 め る た

め の 袋 （ 回 腸 嚢 ） を 作 り 、 肛 門 ま た は 肛 門

近 く に 少 し 残 し た  直  腸  に 繋 ぎ ま す 。 多 く の

場 合 、2 、3 回 に 分 け て 手 術 を 行 い 、 最 終

的 に こ の よ う な 形 に し ま す 。 分 割 手 術 の 場

合 、 一 時 的 に 人 工 肛 門 （ ス ト ー マ ） を 設 置

し ま す 。

※ ： 便 を 貯 め る た め の 回 腸 嚢 に 炎 症 が 起 き 、 便 の 回 数 の 増 加 、 出 血 、 下 腹 部 の 痛 み な ど を 伴 い ま す 。 多 く は 抗 菌 薬 の 服 用 で 軽 快 し ま す が 、

潰 瘍 性 大 腸 炎 の 手 術 後 に は 回 腸 嚢 炎 の リ ス ク が あ る た め 、 定 期 的 な 経 過 観 察 が 必 要 で す 。

手 術 後 は ？

手 術 の 方 法 は ？

内 野 基 ：” 第 6 章 I B D  の 外 科 治 療 2 ） 術 式 と 合 併 症 ” チ ー ム 医 療 に つ な げ る ！I B D  診 療 ビ ジ ュ ア ル テ キ ス ト 　 日 比 紀 文 監 修 /  横 山 

薫 ほ か 編 羊 土 社 ： 2 1 7, 2 0 1 7 を 参 考 に 作 成 

【 図 】 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 主 な 術 式

大 腸 を 切 除 す る 手 術 が 必 要 に な る こ と も あ り ま す

以 下 の 場 合 に は 、 手 術 が 検 討 さ れ ま す 。

● 薬 物 療 法 や 血 球 成 分 除 去 療 法 で 効 果 を 得 ら れ な い 場 合

● 大 腸 に 穴 が 開 い た り （ 穿 孔 ） 、 大 量 出 血 が 認 め ら れ た り す る 場 合

● 大 腸 が ん を 合 併 し て い る 場 合 、 な ど
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日 常 生 活 に  つ  い て

日 常 生 活 で 気 を つ け る こ と は あ り ま す か ？

妊 娠 を 希 望 さ れ る 方 は 事 前 に 相 談 し ま し ょ う 。
規 則 正 し い 生 活 、 バ ラ ン ス の 良 い 食 事 を

心  が  け  て く だ  さ  い  。

寛 解 期 は 、 基 本 的 に 日 常 生 活 に 制 限 は な く 、

学 業 や 仕 事 、 趣 味 の 活 動 な ど も 可 能 で す 。

睡 眠 不 足 や 過 労 に は 注 意 し 、 で き る だ け ス

ト レ ス を 避 け た 規 則 正 し い 生 活 を 心 が け ま

し ょ う 。

活 動 期 は 重 症 度 に 合 わ せ た 食 事 制 限 が 必

要 で す 。 寛 解 期 に は 基 本 的 に 食 事 制 限 は

必 要 あ り ま せ ん が 、 以 下 の こ と に 気 を つ け

ま し ょ う 。

● 栄 養 バ ラ ン ス の 整 っ た 食 事 を 摂 る よ う に

し ま し ょ う 。

● ア ル コ ー ル や 乳 製 品 、 脂 っ こ い も の や 唐

辛 子 な ど 、 腸 を 刺 激 し や す い も の を 摂 り す

ぎ な い よ う に 配 慮 し ま し ょ う 。 特 に 活 動 期

の ア ル  コ ー ル  は  控  え て く だ  さ  い  。

● ト イ レ を 避 け る た め に 水 分 摂 取 を 控 え る

と 脱 水 状 態 に な る 恐 れ も あ る た め 、 過 度 な

制 限 を し な い よ う に 注 意 し ま し ょ う 。

● 食 事 を 楽 し む こ と も 大 切 で す 。 医 療 機 関

の 栄 養 士 に 相 談 し て み る な ど 、 ご 自 身 に

合 っ た 食 事 を 工 夫 し て み る と よ い で し ょ う 。

ト イ レ  の  問  題  、 ど う す  れ  ば  よ  い  で  す  か ？

潰 瘍 性 大 腸 炎 で は 腹 痛 や 下 痢 が よ く み ら れ る た め 、 通 勤 ・

通 学 時 や 外 出 の 際 な ど 、 急 に お 腹 が 痛 く な っ て ト イ レ に 行

き た く な っ た ら ど う し よ う 、 と い う 不  安 も あ る で し ょ う 。 事  前

に 道 中 の ト イ レ の 場 所 を 調 べ て お い た り 、 万 一 の 時 の 準 備

（ 替 え の 下 着 や ウ ェ ッ ト テ ィ ッ シ ュ な ど の 清 潔 用 品 な ど ） や 、

腹 痛 を 抑 え る の に 効 果 的 な ア イ テ ム （ 使 い 捨 て カ イ ロ な ど ）

を 準 備 し て お く と 、 外 出 時 の 安 心 度 が 高 ま り ま す 。 ど う し て

も 腹 痛 や 下 痢 で 日 常 生 活 に 影 響 が 出 る 場 合 に は 、 治 療 法

の 見 直 し な ど も 含 め て 医 師 に 相 談 し て み ま し ょ う 。

食 事 に 制 限 は 必 要 で す か ？

潰 瘍 性 大 腸 炎 で は 男 女 と も に 不 妊 率 の 上

昇 は 認 め ら れ て い ま せ ん が 、 活 動 期 で は 、

女 性 の 患 者 さ ん は 妊 娠 し づ ら く な る 可 能 性

が 指 摘 さ れ て い ま す 。 ま た 、 大 腸 全 摘 出 術

を 受 け た 女 性 の 患 者 さ ん で は 、 手 術 に よ る

卵 巣 の 癒 着 が あ る と 不 妊 率 が 高 く な る と い

わ  れ  て  い  ま  す  が  、 卵  巣  自  体  に  障  害  は  な  く  、 人

口 授 精 な ど に よ り 十 分 に 妊 娠 が 可 能 で す 。

妊 娠 し や す さ に 影 響 は あ り ま す か ？

活 動 期 は 、 赤 ち ゃ ん の 低 体 重 や 早 産 、 流 産

の リ ス ク が 高 く な る と も い わ れ て い ま す 。 母 体

に つ い て も 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 症 状 を 落 ち 着 か

せ る こ と が 困 難 に な っ た り 、 症 状 が 悪 化 し た

り す る こ と が 危 惧 さ れ る た め 、 寛 解 の 状 態 で

妊  娠  す る こ と が  望  ま し  い と 考  え ら  れ て  い  ま す 。

妊 娠 中 は 、 潰 瘍 性 大 腸 炎 の 治 療 に 使 う 薬

剤 を 調 整 す る 必 要 が あ る 場 合 も あ り ま す の

で 、 妊 娠 を 希 望 さ れ る 方 は 、 事 前 に 主 治 医

の 先 生 に 相 談 し て く だ さ い 。

寛 解 期 の 妊 娠 が 望 ま し い 治 療 の た め の 薬 は 妊 娠 に 影 響 し ま せ ん か ？
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医 療 費 の 助 成

医 療 費 の 助 成 は あ り ま す か ？

1 カ 月 の 医 療 費 負 担 が 高 額 に な る 場 合 は 、

「 高 額 療 養 費 制 度 」 を 利 用 で き ま す 。
指 定 難 病 に よ る 医 療 費 助 成 の 対 象 と な り ま す

1 ヵ 月 の 医 療 費 が 高 額 に な る 場 合 、 規 定 の 上 限 額 ※ を 超 え た 分 が 支 給 さ れ る 高 額 療 養 費 制

度 を 利 用 す る こ と が で き ま す 。 支 給 を 受 け る た め に は 、 原 則 、 加 入 し て い る 公 的 医 療 保 険 （ 健

康 保 険 組 合 や 市 町 村 国 民 健 康 保 険 、 共 済 組 合 な ど ） に 請 求 を し 、 自 己 負 担 限 度 額 を 超 え

た 分 が 後 日 払 い 戻 さ れ る 仕 組 み で す 。 た だ し 、 あ ら か じ め 医 療 保 険 か ら 交 付 さ れ た 認 定 証 （ 限

度 額 適 用 認 定 証 な ど ） を 窓 口 に 提 出 す る と 、 医 療 機 関 で の 支 払 い 額 は そ の 場 で 自 己 負 担

限 度 額 ま で と な り ま す 。

※ ： 規 定 の 上 限 額 （ 自 己 負 担 限 度 額 ） は 年 齢 等 に よ っ て 異 な り ま す 。

潰 瘍 性 大 腸 炎 は 、 厚 生 労 働 省 が 定 め る 「 指 定 難 病 」 の 一 つ で 、「 難 病 法 」 に 基 づ く 医 療 費

助 成 の 対 象 と な り ま す 。 対 象 と な る の は 、 重 症 度 ※ １ が 中 等 度 ま た は 重 度 の 患 者 さ ん 、 長 期

に 高 額 医 療 の 継 続 が 必 要 な 患 者 さ ん ※ ２ で す 。

申 請 す る 場 合 は 、 医 師 に よ る 診 断 書 な ど の 必 要 書 類 を 揃 え て 、 都 道 府 県 に 申 請 し ま す 。 支

給 の 認 定 は 原 則 1 年 間 で 、 有 効 期 限 を す ぎ て 継 続 が 必 要 な 場 合 は 更 新 の 手 続 き を 行 い ま す 。

詳 し く は 、 お 住 ま い の 都 道 府 県 の 窓 口 （ 保 健 福 祉 担 当 課 や 保 健 所 等 ） や 、 医 療 機 関 の 主 治

医 ・ ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー に 相 談 し て く だ さ い 。

※ 1:  重 症 度 は 、 厚 生 労 働 省 の 定 め る 「 臨 床 的 重 症 度 分 類 」 に 従 っ て 医 師 が 評 価 し ま す 。 軽 症 の 患 者 さ ん で は 、 認 定 さ れ な い ケ ー ス が あ り ま す 。

※ 2: 月 ご と の 医 療 費 総 額 が 3 3, 3 3 0 円 を 超 え る 月 が 年 間 3 回 以 上 あ る 場 合

【 図 】 指 定 難 病 に よ る 医 療 費 助 成 の 申 請 の 流 れ

【 図 】 医 療 費 助 成 の イ メ ー ジ

厚 生 労 働 省 健 康 局 難 病 対 策 課 ： 難 病 と 診 断 さ れ た 皆 さ ま へ よ り 作 成

h t t p s: / / w w w. m hl w. g o.j p / c o n t e n t / 0 0 0 5 2 3 8 4 0. p d f

（ 2 0 2 1 年 4 月 閲 覧 ） 公 費 医 療 ・ 難 病 医 療 ガ イ ド 令 和 元 年 版 ： 社 会 保 険 研 究 所 ： 5 3, 2 0 1 9 を 参 考 に 作 成

医 療 費 が 高 額 の 際 、 高 額 療 養 費 制 度 と 指

定 難 病 に よ る 医 療 費 助 成 を 併 用 す る 場 合

は 、 ま ず 高 額 療 養 費 制 度 の 上 限 額 を 超 え

た 分 が 公 的 医 療 保 険 に よ り 支 給 さ れ ま す 。

高 額 療 養 費 制 度 を 適 用 し た 後 の 自 己 負 担

額 に つ い て 、 さ ら に 指 定 難 病 に よ る 医 療

費 助 成 が 適 用 さ れ る こ と に な り ま す 。

指 定 難 病 に よ る 医 療 費 助 成 と の 併 用
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医 療 機 関 名

潰 瘍 性 大 腸 炎 の 原 因 ・ 症 状 な ど 病 気 の 情 報 か ら 診

断 ・ 検 査 や 治 療 に 関 す る サ ポ ー ト 情 報 、 医 師 へ の 相

談 シ ー ト な ど の お 役 立 ち 情 報 を 掲 載 し た 患 者 さ ん や

ご 家 族 向 け の 情 報 サ イ ト で す 。 ぜ ひ ご 覧 く だ さ い 。

h t t p s: / / w w w . u c t o m o r ro w .j p

U C ト ゥ モ ロ ー 検 索

監 修 ： 東 京 慈 恵 会 医 科 大 学 内 科 学 講 座 消 化 器 ・ 肝 臓 内 科 主 任 教 授 　 猿 田 雅 之  先 生

潰 瘍 性 大 腸 炎 の 診 断 ・ 治 療 な ど を ご 理 解 し て い た だ く た め の

潰 瘍 性 大 腸 炎
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